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［ 巻 頭 特 集 ］めざせ！オンリーワンの新商品開発

産業再生の切り札は
産学官連携にあり

最先端の技術を実用化し、新産業を創造するには、企業と大学、公的試験研究機関がス

クラムを組んで研究開発に当たる産学官連携が有効と言われて久しい。資産デフレの

長期化や中国をはじめとするアジア企業の台頭など、日本企業を取り巻く経営環境が

一段と厳しくなる中、企業は日進月歩のシビアな開発競争に生き残りをかけている。

一方で、企業が研究開発に先行投資する体力が弱体化している現状を考えれば、多く

の研究シーズを抱える大学とそれを事業化するノウハウを持つ企業の結びつきは、今

後さらに重要性を増すことは間違いない。産学官連携を巡る県内の動きを追った。
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21世紀をリードする新産業の

方向性として注目が集まるバイオ

テクノロジーやナノテクノロジ

ー。こういった専門性の高い分野

で大きな力を発揮するのが、産学

官連携の魅力のひとつだ。

99年から3年間、ISICOが辰口

町で運営するインキュベーション

施設「いしかわクリエイトラボ」に

入居していたエンバイオテック・

ラボラトリーズ（本社東京）は、北

陸先端科学技術大学院大学の民谷

栄一教授と共同で、メダカを使っ

て環境ホルモンを測定するバイオ

センサーを開発した。

「メダカは環境ホルモンが体内

に入ると、体の中で特殊なタンパ

ク質を作りだすんだよ」。きっかけ

は、民谷教授が同社の水上春樹社

長に話したこの一言だった。

この情報をヒントに同社では、

メダカの生体反応を環境調査に利

用できないかと考え、バイオセン

サーの商品化にとりかかった。そ

して、このタンパク質に発色する

酵素をくっつけ、色の変化で環境

ホルモンの濃度を測定するシステ

ムを確立したのである。

北陸先端大は、測定器としての

実証試験の分野を担当した。セン

サーとしての機能を正確に評価す

るには、外からの影響をまったく

受けずに水温や水質をコントロー

ルできる設備の整っている大学が

優れているからである。水上社長

は、「研究者に丸投げするのでなく、

企業と研究者がそれぞれ得意とす

る分野を分担することが大切」と、

共同研究のポイントを話す。

このバイオセンサーは、01年か

ら日本やアメリカ、韓国で販売が

スタートした。化学物質などの環

境ホルモン作用の有無を調べるた

め、大学や企業の研究所、環境分析

会社などからの引き合いが多く、

翌年には売り上げが1.6倍になる

という堅調ぶり。04年4月から

は、ヨーロッパでも販売開始予定

メダカを使ったセンサーで
環境ホルモンを検知

99年から3年間、エンバイオ
テック・ラボラトリーズは

いしかわクリエイトラボ内に研
究拠点を置き、開発を進めた

⇒

大  学�

企  業�

必要
に応
じて
�

研究
者を
派遣
�
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じて
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機器
を搬
入�

共同研究申し込み�1

研究計画、金額の交渉等�5

面談�4

研究者の人選�3

相談（研究提案）�2

共同研究の実施�6

共同研究の実施�6

研究成果�7

特許の共同出願等�8

商品化�9

企業から大学へ研究員を派遣�

研究内容を分担して、�
大学と企業がそれぞれ研究を実施�

県内各大学の申込窓口は、次ページより紹介�

【 企業と大学の共同研究開始の第一歩 】
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で、「市場はニッチだが、環境バイ

オビジネスは世界中にニーズがあ

る」（水上社長）と夢をはせる。

エンバイオテック・ラボラトリ

ーズのように、大学との共同研究

やTLO（技術移転機関）を利用して

大学の特許を事業化に結びつける

動きは、グローバル化や技術革新

のスピードアップを背景に、これ

からますます活発になると予想さ

れる。

一方、国や地方自治体が予算を

確保した上で、企業や大学、研究機

関などの協力体制を構築し、先進

的な技術開発や世界的水準の共同

研究を推進する大型プロジェクト

を実施し、そこから生まれた研究

成果が新たなビジネスを導き出す

こともある。

科学技術庁の「地域先導研究」と

して、99年から3年間にわたって

進められた「地域産業の発展に寄

与する電磁波技術に関する研究」

には、石川県内から12の企業・研

究機関が参加し、電磁波を防ぐ、測

る、利用する技術の高度化など15

の研究成果を挙げた。

現在、この成果の一部が当時、オ

ーガナイザーを務めた金沢大学大

学院の長野勇教授をはじめ、科学

技術振興事業団研究成果活用プラ

ザ石川、澁谷工業などで構成する

プロジェクトチームに引き継が

れ、事業化に向けた取り組みが進

んでいる。

それが、電磁波を利用したがん

治療装置の開発だ。この装置では、

がん細胞と選択的に結合する磁性

体を患部に注入し、電磁波で加熱

産学官の連携でがん治療装置の完成を目指
す金沢大学大学院の長野勇教授⇒

外科手術をせずに電
磁波でがん細胞だけ

を死滅させる画期的なが
ん治療装置の試作機

⇒

〒923-1292 能美郡辰口町旭台1‐1
TEL 0761・51・1070
FAX 0761・51・1186

http: / /www.jaist .ac. jp
【研究分野】 知識科学・情報科学・材料科学

【平成14年度研究件数】共同研究 65件

受託研究 41件

【 研究情報を積極的に開示 】

高度な研究設備をそろえ、民間の研究施設出身の教官も多い。教
官1人当たりの民間企業との共同研究数は、全国でもトップクラス
を誇る。産学連携推進のための広報誌「JAISTAR」を発行。各教
官の研究テーマを分かりやすく紹介しており、センターに申し込
めば送料とも無料で入手でき、ホームページではバックナンバー
を見ることもできる（最新情報は11ページを参照）。

● 北陸先端科学技術大学院大学　先端科学技術研究調査センター

＞＞＞大学・高専の共同研究窓口

共同研究の成果を引き継ぎ、
がん治療器を開発中



してがん細胞だけを死滅させる。

03年12月下旬から動物実験を開

始し、06年度には臨床検査を終

え、07年度以降の市場投入を目指

している。

実用化されれば、外科手術の必

要がなくなり、がん患者の体力的

な負担や副作用がぐんと軽減され

る画期的な治療装置になる。

このほか、地域先導研究では、電

磁波を遮断する繊維素材、産業機

器から出る複数の電磁波を同時に

測定できるシステムなどを開発し

た。

前者は、携帯電話などの電磁波

によって起きる心臓のペースメー

カーの誤作動を防ぐ用途、後者は

産業機器の誤作動を防ぐ用途が見

込まれ、長野教授は「今後、パート

ナーとなる企業を探して、市場に

送り出したい」と商品化に意欲を

みせる。

また、長野教授は、「04年度に控

える国立大学の独立行政法人化が

企業との連携を一層活発化させる

大きな推進力となる」と話す。国立

大学が法人化されることで、国か

らの予算が削減されれば、大学と

いえども民間企業のような競争原

理にさらされるというわけであ

る。

それは、大学で働く研究者にも

及び、企業との共同研究は自らの

研究費に跳ね返り、その評価が研

究費の重点配分につながる。つま

り、研究成果の産業界への還元は、

自身のサバイバルにとっても大切

な手段となるのだ。

敷居が高いと言われ続けてきた

大学だが、このように大学や研究

者の意識が変わることで、企業が

より連携しやすくなることは間違

いない。

もう一つ、現在県内で進行して

いる共同研究プロジェクトの事例

を紹介しよう。01年度から5年計

画で痴ほうを早期発見する技術の

確立を目指す「地域結集型共同研

2003  WINTER ISICO 05

〒920-1192 金沢市角間町
TEL 076・264・6111

FAX 076・234・4019

http: / /www.ccr.kanazawa-u.ac. jp/
【研究分野】 文学・教育学・法学・経済学・

理学・医学・薬学・工学

【平成14年度研究件数】共同研究 157件
受託研究 61件

【 共同研究数が全国トップ10入り 】

理工学系をはじめ、医学系や社会科学系など総合大学としての強みを
生かし、幅広い分野で企業の研究開発をサポート。150件を超える共同
研究数は、全国の国立大でもトップ10に入る。03年4月からは、企業と
大学の橋渡し役を務めるリエゾン担当者を増員するなど、組織を充実
した。このほか金沢大では、大学が持つ知的財産の特許出願や企業と
の交渉、契約を専門に行う金沢大ティ・エル・オー（KUTLO／キュトロ）
が02年10月から稼働中で、大学のシーズの事業化に向け、意欲的に取
り組んでいる。また、03年7月には、知的財産本部が設置され、文部科
学省の支援を受け、知的財産の管理・活用体制の整備を進めている。

● 金沢大学共同研究センター

大学の独立行政法人化で
産学連携が生き残りのカギに 大脳の深部に

痴ほうのメカニズムを探る
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究事業」だ。

メンバーには北陸先端大、金沢

大、金沢工大、先端医学薬学研究セ

ンター、県工業試験場などの大

学・公設試験場に澁谷工業、石川

製作所、PFU、横河電機などの企

業が名を連ね、科学技術振興事業

団から支援を受けている。

これまで、大脳の深部に位置し、

記憶をつかさどる「海馬」と呼ばれ

る部分から出ている磁気を計測し

て、脳の活動を調べるシステム「脳

深部対応型脳磁計（MEG）」を開発

している。これによって、従来、難

しかった脳深部の磁場の計測を可

能にし、今後、海馬のどの部分が痴

ほうに関連しているかなど、計測

技術や診断方法の研究に軸足を移

していく。

このプロジェクトで研究統括を

務める金沢工大人間情報システム

研究所の鈴木良次所長は、「県内の

英知を結集し、日常的な検診で簡

便に利用できるシステムを構築し

たい」と意気込む。

ところで、人間情報システム研

究所では、認知・言語・行動など脳

の働きを解明する研究が進められ

ている。その中での新しい試みの

ひとつは、「人は何によって癒やさ

れるのか」をテーマに、音や香り、

映像など外部からの刺激を受けた

ときの脳の反応を脳磁計を使って

調べ、癒やしの正体の科学的な解

明を試みるものだ。また、コオロギ

の中にも性格の穏やかなものと凶

暴なものがいることに着目し、感

情をコントロールする脳内物質に

ついても研究している。

物質的な豊かさから心の豊かさ

へと変化してきた時代のニーズは

もちろん、脳は宇宙と並んで現代

科学に残された未開の領域と言わ

れるだけに、将来的にはたくさん

のシーズが生まれてきそうだ。

研究シーズを提供したり、専門

的な技術アドバイスをするのは、

何も大学の専売特許ではない。70

人以上の研究職と最新の加工機や

測定器を備える県工業試験場も企

業にとっては心強い味方だ。

〒921-8501 野々市町扇が丘7-1
TEL 076・294・6719
FAX 076・294・6721

http: / /www.kanazawa-i t .ac. jp
【研究分野】 工学

【平成14年度研究件数】受託研究 138件

【 春から2学部を新設】

04年度から工学部に加え、環境・建築学部、情報フロンティア学
部が新設され、工学系の総合大学として生まれ変わる。研究者に
は民間企業出身者も多く、社会や企業のニーズに対しても敏感で、
企業との共同開発や研究にも積極的な姿勢で臨んでいる。04年4月
からは、東京・虎ノ門に社会人対象の1年制大学院を開設する。コ
ースは、創造的ITプロフェッショナルコース、e-Businessプロフェ
ッショナルコース、知的財産プロフェッショナルコースの3つで、
「社員の育成の面でも大学を活用してほしい」と話している。

● 金沢工業大学研究支援機構

県工業試験場は
「中小企業の実験室」を標榜

脳の活動を調
べる「脳深部対

応型脳磁計（MEG）」
を使って痴ほうの
早期発見を目指す

⇒

地域結集型共同
研究事業の研究

統括を担う金沢工業大
学人間情報システム研
究所の鈴木良次所長

⇒
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県工業試験場では、企業が抱え

る技術問題の解決をサポートする

相談指導事業のほか、企業から持

ち込まれた装置や材料などの試

験・測定・分析、企業や大学との

共同研究などに取り組んでいる。

共同研究の一端を紹介すると、

オンワード技研や金沢工大と連携

して、金型や工具の表面処理に利

用されるダイヤモンドライクカー

ボンと微粒ダイヤモンドを組み合

わせ、より硬く耐熱性の高い「ハイ

ブリッドナノダイヤモンド膜」を

つくる技術の確立を目指してい

る。

また、石川製作所などと共同で、

半導体などの保護を目的とした薄

膜をより低温で形成する技術を研

究中だ。

薄膜形成にはプラズマを使う方

法が一般的に使われるが、400度

以上の高熱で処理するため、素材

を損傷しやすく、用途も限られて

いた。新技術では100度以下の低

温処理が可能になり、次世代表示

装置として有望な有機ELディス

プレイなどへの応用が期待されて

いる。

企業との共同研究の窓口となる

企画指導部の南川俊治主任研究員

は、「私たちは“中小企業の実験

室・試験室”をモットーにしてい

ます。企業の新製品づくりを目い

っぱい支援するので、気軽に利用

してほしい」と呼びかける。

これまでの日本の産業の成功パ

ターンは、既存の技術や基本特許

を元に、小型化や低価格化などの

応用を加えることだった。だが、こ

れからはどこにも手本のない最先

端の技術を実用化し、新市場、新産

業を創造することが求められる時

代だ。他社が容易に参入すること

ができないオンリーワンの研究開

発を目指して、産学官を挙げた取

り組みにがぜん注目が集まる。

〒929-0392 河北郡津幡町北中条
TEL 076・288・8080
FAX 076・288・8081

http://www.ishikawa-nct.ac.jp/tech/
【研究分野】 機械工学・電気工学・

電子情報工学・環境都市工学・

建築学

【平成14年度研究件数】共同研究 2件

受託研究 3件

【 特別経費で共同研究を後押し】

材料、エネルギー、環境分野における設計、生産・加工、情報処理な
どの実践的な技術や研究に対する高い能力を生かし、年平均約25件
の受託・共同研究を実施している。校内予算に「特別教育研究経費」
を設け、産業界との共同研究を援助。また、高専と地元企業が協力し
て連携を深める場として、「石川工業高等専門学校技術振興交流会」
を設立。県内から68社が参加して、費用面や人材面で共同研究を支
援すると同時に、高専側からも企業の技術研修の場を提供するなど、
相互交流による技術振興を目指す。

● 石川工業高等専門学校　トライアル研究センター

県工業試験場には、材
料などの表面の状態

をnm単位で分析するX線
光電子分光装置など最新の
機器がそろう

⇒

県工業試験場で共同
研究の窓口を務める

南川俊治主任研究員。

⇒

● 石川県工業試験場
〒920-8203 金沢市鞍月2-1
TEL 076・267・8081
FAX 076・267・8089
http://www.irii.go.jp/
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BUSINESS
FRONTIER
ビジネス・フロンティアに進路を取れ！�

石川県の産業を紹介すると同時に、受発注の情報交換

を行う「石川県受注開拓懇談会」が11月17日（月）に、

名古屋市内で開かれ、県内受注企業が中京地区の発注企

業にその技術力をPRした。

今回の懇談会では、中京地区の39社から44名の発注

担当者が参加し、石川県からは、ISICO理事長の谷本知事

をはじめ県関係者と県内受注企業66社71名が参加した。

前半の懇談会では、谷本知事から、「石川県には高度

な技術力を持ち、特定分野で高い全国シェアを誇る企業

が多く、新たな事業展開を検討する発注企業の幅広い技

術ニーズに応えることができる」と県内企業の技術水準

の高さをアピールした。また、「産学官連携の支援体制

1 光触媒で悪臭を分解する殺菌・脱臭機

エコベルク

ISICO理事長・谷本知事がトップセールスを展開！
名古屋市内で受注開拓懇談会を開催

上野工業が開発したエコベルク

は、光を当てると周囲の物質を酸

化分解する光触媒を利用した殺

菌・脱臭機だ。光触媒である酸化

チタンに紫外線を照射し、アンモ

ニアなどの悪臭成分やホルムアル

デヒドなど有害な有機物質を無害

な物質に変える。

従来の空気清浄機では、活性炭

などのフィルターに臭い成分を吸

着させる手法が主で、「フィルター

がいっぱいになると効果がなくな

る」「汚れたフィルターがダニなど

の温床になる」といったデメリッ

トがあった。エコベルクは年に一

度、紫外線照射ランプを取り換え

るだけで半永久的に効果を持続し、

ランニングコストも安い。

約4年前の販売開始から、老人

保健施設や病院などに納入し、こ

れまで300台以上を納めてきた。

10月には照明機器大手の東芝ライ

テックと提携。「フレシェール」の

商品名で、2004年1月から販売

がスタートする。これまで、一度

納めた施設からは、機能が評価さ

れリピート注文があったものの、

新規の販路開拓については、ホー

ムページに頼らざるを得ない現状

だっただけに、大手の営業力に期

待がかかる。

果物を熟成させる植物ホルモン、

エチレンを分解することから農産

物の鮮度保持を目的にエコベルク

を購入した農協もあり、今後の用

途拡大にも可能性を秘めている。

石川ブランド認定製品の開発ポイントや
今後の戦略を紹介します。

｜S｜C｜O｜P｜E｜

上野工業（株）
羽咋郡押水町免田ホ9

TEL 0767-28-2375 FAX 0767-28-4529
http://www2.ocn.ne.jp/~ueno/

懇談会でトップセールスを行う谷本知事

↑エコベルクには、天井埋め込みタイプ（写真
上）、壁掛けタイプ（写真下）、床置きタイプがある



未開の分野や未知の領域に新たに挑むー
そんなビジネス・フロンティアを目指す企業に贈る

販路開拓の事例、情報などを紹介していきます。
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が充実しており、この懇談会を通じて人間関係を構築し、

ビジネスへとつなげてほしい」と呼びかけた。

続いて岡田県商工労働部長が、石川県の産業の概要及

び産業振興施策について説明し、次いで県内企業を代表

して（株）高林製作所の高林社長と（株）タガミ・イー

エクスの田上社長が、それぞれ金沢地区と小松地区につ

いて、県内企業の現況や特長、技術力をPRした。

後半の交流会では、中京地区の発注企業と県内受注企

業との間で、名刺交換や自社PR、個別商談、訪問の約束、

受発注に関する情報・意見交換が活発に行われ、交流を

深めた。

この他、懇談会に先だって、オークマ（株）本社工場

（愛知県丹羽郡大口町／参加者31社37名）の見学会を催

し、18日は、（株）豊田自動織機 碧南工場（愛知県碧南

市／参加者27社32名）の見学会及び産業技術記念館の

視察会を行った。

日本の下水道の普及率が約60％

台に達し、近年では、下水管の清

掃やメンテナンスの需要が伸びて

きた。

そのニーズに応えるのが、北菱

が開発した下水管維持管理システ

ム「キャッチカメラロボット」だ。

全長約1メートル弱の細長いロボ

ットで、人間が入れない狭い下水

管の中で、コンクリート片を取り

除くなどのメンテナンスを行う。

ロボットは、自走機能と超小型

CCDカメラを搭載。ケーブルでシ

ステム車の操作盤とつながり、ジ

ョイスティックでだれにでも簡単

に操作できる優れものだ。従来

の他社製品は、自走ができ

ないため、ロボットをけ

ん引する手間がかかっ

た。同社の製品を使え

ば、1人のオペレータ

ーで済むので、工期短

縮やコスト削減を実現

する。

建設機械の販売・メンテ

ナンスを手がける同社がロ

ボットを開発したのは、昭和59年。

さび対策と耐久性のため、ビス1

本までステンレス製にするなど工

夫を重ねて、今では、モルタル粉

砕や、水を使った超高圧洗浄など

用途に合わせた商品をそろえる。

価格はシステム車とセットで約

2,500万円。平成元年からじわじ

わと増やしてきた売り上げは、平

成14年度に約2億円を計上。「下水

道の普及率が70％を越えると、公

共事業の重点が整備から維持管理

に移る。そこからが勝負だ」（谷口

寛代表取締役社長）と話す。

（株）北菱
小松市長田町イ-18

TEL 0761-21-3311 FAX 0761-21-3369
http://www.kabu-hokuryo.com
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下水管の維持管理に大活躍！

キャッチカメラロボット

↑キャッチカメラロボットの
作業イメージ図

ISICOでは、新規取引、発注拡大に結びつくよう、
発注企業に対して引き続き全力で
フォローを行ってまいります。

参加された県内受注企業の皆様にも、
積極的に発注企業へアプローチしていただくよう

お願いいたします。
最後に、今回の懇談会にご参加いただいた

皆様に厚くお礼申し上げます。



Ishikawa
Venture
Market
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ビジネスプランを発表する「い

しかわベンチャーマーケットin東

京」には、青果卸のセイツー、自

動車部品のリサイクルを手がける

会宝産業など新興7社が参加して、

30分の持ち時間を使って自社の

製品・サービスの特徴などについ

てのプレゼンテーションを行っ

た。発表後の質疑応答では、会場

に詰め掛けた企業関係者から商品

の詳細な内容やコストに関する質

問が相次ぎ、早速、商談に入る企

業も現れるなど活気に包まれた。

一方、展示商談会「ISHI-BRA

マーケットプレイス」には、37

社が参加し、それぞれのブースで

自社製品をアピールした。こちら

は、百貨店や大手小売のバイヤー

らが、次代のヒット商品を掘り出

そうと熱心に各ブースを訪問、会

場のあちこちで名刺交換や商談を

交わす姿が見られた。

両イベントには、首都圏の企業

関係者延べ250人が来場。ジャ

スコなどを展開するイオン商品戦

略・トップバリュ本部の菊池幸雄

さんは「地方発、海外発を問わず、

とにかくよい商品の発掘に全力を

挙げており、今日は貴重な情報を

得ることができた」と話し、文房

具販売を手がける昭誠堂の石川晃

さんは、「目当ての企業と前向き

な商談ができた。これからの時代

は取引先の言うとおりに納入する

のではなく新しい提案が必要だ。

このようなイベントでよい商品を

見つけたい」と期待を寄せた。

これに対して、出展した県内企

業側のが手ごたえもまずまずだっ

たようだ。両方のイベントに参加

したプラント製造のアクトリー、

山口俊雄技術開発・営業室長は

「代理店契約の申し込みやテレビ

通販で紹介したいというオファー

まであり、首都圏の市場の大きさ

を実感した」と予想以上の反応に

驚いた様子。ISHI-BRAマーケッ

トプレイスに出展した塗装館S.S.

の坂井めぐみ生産部長は「口コミ

や紹介で来た人が多く、具体的な

商談ができた。東京でのチャンス

は全国につながるので、ここで知

り合った人とビジネスを広げてい

きたい」と意欲を見せた。

巨大マーケットでチャンスをつかめ！
［ 首都圏初　ビジネス発表会と展示会を開催 ］

メイドイン石川を全国に―。県内企業による首都圏初のビジネスプラ
ン発表会と展示商談会が11月21日、東京・赤坂プリンスホテルで開か
れ、参加した計44社が自社と商品の売り込みに力をこめた。

ISHI-BRA
Market
Place

「いしかわベン
チャーマーケ

ットin東京」では、県
内企業7社が30分
ずつ、自社の製品や
サービスをプレゼン
テーションした

「ISHI-BRAマーケットプレイ
ス」では、大手小売のバイヤーた

ちが次代のヒット商品を求めて県内
企業のブースを訪問した
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頭脳立県石川のシンボルとも言える

「いしかわサイエンスパーク（ISP）」。

パーク内に進出した企業や

研究機関の取り組みについて伺います。

教官1人当たりの共同研究数が全国の大学でも

トップクラスを誇る北陸先端科学技術大学院大学

（以下JAIST）。この中にあって、共同研究や技術

移転の窓口となっているのが、先端科学技術研究

調査センターである。同センターの利用件数は

年々増え続けており、平成14年度の受け入れ実績

は、共同研究65件、受託研究41件となっている。

10月には、特許など大学の知的財産を運用する

「IPオペレーションセンター」を設置した。これは、

教官の発明を事業化のめどに応じて、「大学が特許

権を取得し、企業にライセンシングする」「出願権

を企業に譲った上で、共同研究を推進する」「科学

技術振興機構などに権利を移し、対応を委託する」

など、知的財産が活用されやすい方法で運用を図

るための組織である。

従来のTLO（技術移転機関）の運営方法では、特

許の活用が民間企業への売り込みが主体となって

しまうことから、大学内のシーズが最大限に活用

されるよう、知的財産をきめ細かくフレキシブル

に運用する。

また、JAISTは10月20日、東京都内でサテラ

イト教室として、「東京八重洲キャンパス」をオー

プンした。同キャンパスの講義室では、首都圏在

住の社会人14人がMOT（技術経営）の講義を受

講中である。同キャンパスでは今後、シンポジウ

ムや講習会などを開催するほか、大学情報の発信、

産学官連携の拠点としても活用していく。

大学発ベンチャーの創出を目指して、今年4月

から本格稼働している「ベンチャー・ビジネス・

ラボラトリー」では、JAISTの研究者や県内の企

業経営者らにより、環境評価用機材の

開発や電気自動車用バッテリーの研究

開発など13テーマが進め

られている。

同センターでは10月か

ら、民間企業で研究職に

就いていた山本和義氏が

センター長として、文部

科学省の磯山武司氏が助

教授として就任しており、

「産官学がお互いに理解し

あい、連携がスムーズに

進むよう力を尽くしたい」

（山本センター長）と意欲

を新たにしている。

F I L E . 5

北陸先端科学技術大学院大学
先端科学技術研究調査センター

〒923-1292 能美郡辰口町旭台1-1

TEL 0761-51-1070  FAX 0761-51-1982
http://www.jaist.ac.jp/ricenter/index.html

大学の知的財産を最大限に活用するため
IPオペレーションセンターを開設

事業化のめどに応じて
知的財産の運用に幅

東京にもキャンパスを新設

バイオハザード（生物災害）対策機器を備えた
「ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー」

この10月から赴任した山本
和義センター長（写真上）

と磯山武司助教授
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システム開発・映像制作のアルカデ

ィアは、携帯電話のメールを活用して

割引などの特典を受けられるクーポン

を送信するシステムを開発した。

これは、店頭に置かれた端末（写真）

を携帯電話に差し込むだけで、自動的

に管理者サーバにメールが送られ、そ

の後、店側からクーポンの付いたメー

ルが送られる仕組み。利用客は、携帯電

話の画面を見せるだけで手軽にクーポ

ンを利用でき、店側はクーポン券の印

刷や配布の手間と費用を削減できる。

このシステムを利用して10月から

スタートしたのが「金沢ナビネット」

である。金沢ナビネットには現在、松

村物産の給油所、片町商店街の店舗、

トヨタカローラ石川のショールームが

加盟。客は、会員登録すると加盟店す

べてのクーポン券が利用できるほか、

いずれかの店を訪れた際、端末を携帯

電話に接続するとポイントが加算さ

れ、ポイント数に応じて商品がもらえ

る。入会、年会費は無料。開始から1

カ月で会員数は約千人で、2004年2

月末までに1万人を目指す。

アルカディアの卜部信一社長は、

「異業種間で客を共有化し、リピータ

ーを増やす新しい試み。このビジネス

モデルをまず金沢で成功させて、いず

れ全国展開したい」と夢をはせている。

DTPやDMデザインを手がけるシャ

リティーは、約3年前にミシン目を入

れて開封しやすくした封筒「ポスらー

く」を開発。製造・販売については、地

元の印刷会社と提携し、小松市を中心

に需要を伸ばしてきた。最近では、大

手の封筒メーカーからの引き合いも増

え、需要は全国に広がりつつある。平

成15年6月には、大手商社と製造・販

売のライセンス契約を交わしている。

開発のヒントは、煩わしい郵便物の

整理中に、「だれでも簡単に開封できる

方法はないか」と思ったこと。そして、

だれにでもやさしいユニバーサル製品

として、ミシン目入りの封筒を試作し

た。試作品は、ミシン目にそって簡単

に開封できた上、ハサミを使わないの

で誤って中身を切る心配もなかった。

もっとも、耐久性には苦労したとい

う。郵送中にミシン目が破れないよう、

東京や大阪で投かんするテストを重ね

てミシン目の数や間隔を探った。

今では、返信兼用封筒「ポスらーく

R（かえろっぷ）」などさまざまな商品

をそろえており、封筒関連の工業所有

権は約70件を数える。「郵政省による

と、封筒の年間取扱数は約130億通だ。

今後、この封筒を事業の柱に据えて全

国に展開していく」（森昭平代表取締

役）と、手ごたえを感じている。

携帯メールを活用したビジネスモデルにトライ

（株）アルカディア
ベンチャー

ミシン目を入れ開けやすくした封筒で、全国展開を狙う

（株）シャリティー
新分野進出

■ 本社 小松市宝町7-4
TEL0761-21-4556

■ 代表者 森　昭平
■ 設　立 昭和61年5月
■ 資本金 1000万円
■ 社員数 6名
■ 事業内容
デザイン、商品開発、封筒販売、知的所有権管理

■ 本社 金沢市旭町3-13-5
TEL076-234-7051

■ 代表者 卜部　信一
■ 設　立 平成9年2月
■ 資本金 1400万円
■ 社員数 5名
■ 事業内容
デジタルコンテンツ・映像ソフト企画制作、コンピュー
タソフトウェア開発、ネットワークコンサルティング
●http://www.arcadia21.com
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産業構造の高度化、急速な技術革新が進む中にあって、企業にとっては

ビジネスチャンス獲得のために新たなチャレンジが求められています。

生き残りをかけ、独自の取り組みを見せる4社を紹介します。

■ 事務所 金沢市鞍月2－1いしかわSOHO
プラザクリエーションオフィス内
TEL076-268-1200

■ 代表者 中野　治美
■ 設　立 平成13年1月
■ 事業内容
システム開発、Webコンサルティング、システム
サポート、プログラミング講師

企業のシステム開発を手がける傍ら

プログラミング講座で講師を務める中

野さん。ISICOが主催するWeb上のバ

ー チ ャ ル モ ー ル 「 お 店 ば た け

ISHIKAWA」では、出店者にアドバイ

スする「ホームページドクター」とし

て活躍し、高い信頼を得ている。

出店者からの相談は、ホームページ

が検索エンジンで上位にランクインす

る方法や来店者の購買意欲を高める秘

訣など多岐にわたる。そして、１年ス

パンでアクセス数や売上高などの目標

を設定し、クリアできなかった場合は

その原因を分析して、出店者が今後ネ

ットビジネスを展開する上での改善点

を探る。「ホームページドクターの経

験は、単なるシステム開発者から、機

能性などプラスαの要素を積極的に提

案できるアドバイザーへとステップア

ップするいい機会になった」。

仕事場は、地場産業振興ゾーンにあ

るいしかわSOHOプラザクリエーショ

ンオフィス。最近は、ここで知り合っ

たWebプランナーらと共同で、ASP

（アプリケーションサービスプロバイ

ダ）事業を企画中だ。ASPとは、レン

タル買い物カゴシステムや受注管理シ

ステムなどのアプリケーションを顧客

に提供するシステムで、「コスト削減

が実現できる」と、意欲を見せている。

建材製造や電気工事、鉄工業などを

手がける12社で構成するザ・ループ

は、その前身を含め27年の歴史を誇

り、県下の異業種交流グループの中で

も草分けと言える存在だ。

月1回の定例会の意見交換をヒント

に、意欲的に新商品を送り出しており、

その一つが2001年に開発した地下室

「三寒四温」(写真)だ。ガソリンスタン

ド用地下タンクを製造する会員が、タ

ンクの居住スペース化を発案したこと

から商品化に取り組んだ。タンクは

元々、耐震性に優れ、既存のコンクリ

ート製地下室の弱点である漏水対策が

万全である。さらに、結露を防ぐため、

断熱材と不燃材を組み合わせた特製パ

ネルを張り、居住空間としての快適さ

を向上させた。コンクリート製より約

3割安い価格も魅力だ。2004年は東

京に展示場を設け、地価が高い大都市

圏でのニーズ発掘に力を注ぐ。

また、既存の窓ガラスの上に取り付

けるだけで画期的な断熱効果を発揮す

る強化プラスチックボード「ポリマグ

ベアー」も、その手軽さから徐々に引

き合いが増えてきている。現在は、木

くずやごみなどを活用した発電システ

ムなど、複数のプロジェクトがグルー

プ内で進んでおり、これからも斬新な

新商品開発から目が離せない。

プラスαのシステム開発を提案

中野治美
SOHO

次々と繰り出す新商品で市場開拓に挑む

ザ・ループ
異業種交流
グループ

■ 事務局 金沢市湊4-23
TEL076-268-7455

■ 代表者 汐井　俊彦
■ 設　立 昭和63年12月
■ 会員数 12名
■ 事業内容
新商品の共同開発、販売
●http://www.albo.co.jp/
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インフォメーションテーブル

起業・新分野進出のほか、経営や技術の高度化などに役立つ
情報を紹介するページです。

1月13日（火）■SOHOセンス＆スキルアップ 県地場産業振興センター　 13：00～16：00 無料　 県産業創出支援機構
14日（水） ～ワークショップ（4日間コース） 新館4階第11研修室 TEL 076-267-1145
28日（水） （1月13日(火)・14日(水)）
29日（木） 本館2階　第2会議室

（1月28日(水)・29日(木)）

1月 17日（土）■創業支援セミナー 石川職業能力開発促進センター 9：30～17：00 無料　 雇用・能力開発機構石川センター
18日（日） (ポリテクセンター石川) TEL 076-222-1731

1月21日（水）■画像処理応用システムの開発技術 県工業試験場5階　　 13：30～16：30 1,000円　 県産業創出支援機構　
第2研修室 TEL 076-267-6291

1月21日（水）■産学交流ゼミナール 石川ハイテク　 13：30～15：30 無料　 産学交流ゼミナール事務局
「POC型バイオセンサー」 交流センター TEL 0761-51-0106

1月26日（月）■改正下請法説明会 県地場産業振興センター 13：30～15：30 無料 公正取引委員会事務総局中部事務所
本館　第1研修室 TEL 052-961-9424

1月26日（月）■品質工学（タグメソド） 県工業試験場5階　第2室　13：30～16：30 1,000円 県産業創出支援機構
～27日（火） TEL 076-267-6291

2月 5日（木）■MS－Access2000 県ソフトウェア　 9：00～16：00 32,000円 県ソフトウェア研修開発センター
～6日（金） アプリケーション開発（基礎編） 研修開発センター TEL 076-267-8000

2月12日（木）■産学交流ゼミナール 石川ハイテク　 13：30～15：30 無料 産学交流ゼミナール事務局
「バイオ産業の市場動向」 交流センター TEL 0761-51-0106

2月12日（木）■レザー加工機の新潮流 県工業試験場5階　第2室　13：30～16：30 1,000円 県産業創出支援機構
TEL 076-267-6291

2月13日（金）■自動車リサイクル法対応講習会 県地場産業振興センター　 13：30～16：00 無料 県産業創出支援機構
TEL 076-267-1001

2月12日（木）■MS－Access2000 県ソフトウェア　 9：00～16：00 32,000円 県ソフトウェア研修開発センター
～13日（金） アプリケーション開発（応用編） 研修開発センター TEL 076-267-8000

3月12日（金）■無縫製編物システムによる製品開発試験 県工業試験場5階　第2室　13：30～16：30 1,000円 県産業創出支援機構
TEL 076-267-6291

日程 テーマ 場所 時間 費用 お問い合わせ

セミナー 経営力UP、技術力UP等に役立つセミナーのご案内です。

1月21日（水）■ベンチャーフェアJAPAN2004 東京国際フォーラム 10：00～17：00 入場無料 ベンチャーフェア
～22日（木） JAPAN2004 事務局

TEL 03-3524-0785

1月21日（水）■技術・市場交流プラザ全国大会 東京国際フォーラム 10：00～17：00 （財）中小企業異業種交流財団
展示ホール TEL 03-5470-1589

2月26日（木）■国際ロボットフェア2004 西日本総合展示場新館　 国際ロボットフェア2004 事務局
～28日（土） (北九州市小倉北区) TEL 092-732-3960 

日程 テーマ 場所 時間 費用 お問い合わせ

イベント ビジネス関連の各種フェア・シンポジウム等のご案内です。

■最新情報は、DGnet ⇒ http://www.isico.or.jp をご覧ください。
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設備資金貸付

【内容］】 創業・経営基盤の強化に必要な設備資金の1/2以内を長期・
無利子で貸付

【貸付限度額］】50万円～4,000万円（特例25万円～6,000万円）
【利息】 無利子
【期間】 7年以内（うち据置期間半年または1年以内）

※保証人必要。貸付金額1,000万円超の場合、原則として物的担保が必要

設備貸与（割賦・リース）

【内容］】 創業・経営基盤の強化に必要な設備をISICOが
代わって購入し、長期・低利で貸与（割賦またはリース）

【貸付限度額］】100万円～6,000万円
【利息】 割賦損料／年2.75％（実質金利2.00～2.25％）

リース料／月1.408％（7年）～3.006％（3年）
【期間】 割賦／7年以内（うち据置期間半年または1年以内）

リース／3～7年（設備引渡の翌月より、毎月自動振込）
※保証金10％（割賦制度）。原則として保証人のみ

金融 経営の安定や積極的な事業展開を支援する融資・助成制度のご紹介です。

設備資金貸付事業・設備貸与事業・モノづくり等設備貸与事業
平成15年度、石川県産業創出支援機構では、以下の貸付・貸与事業を実施しています。

「第17回石川県中小企業技術交流展」の
出品を募集中！

「e-messe kanazawa 2004」に
出展しませんか？

モノづくり等設備貸与（割賦）

【内容］】 創業・経営基盤の強化に必要な設備をISICOが
代わって購入し、長期・低利で貸与（割賦）
※ただし、次のいずれかに該当する企業であること

●モノづくり再生支援プログラム対象企業
●経営革新支援法等承認企業　●地域貢献型企業

【貸付限度額］】100万円～6,000万円
【利息】 割賦損料／年2.75％（実質金利2.00～2.25％）
【期間】 割賦／7年以内（うち据置期間半年または1年以内）

※保証金10％（割賦制度）。原則として保証人のみ

さらに、利子補給を実施します。

●IT（情報技術）分 0.75％ ●モノづくり再生支援分 0.75％
●一般分 0.50％
※平成15年度設備貸与制度等を利用して、
平成16年3月末までに設備を導入した企業が対象です。

【お問い合わせ】 県産業創出支援機構 企業振興部 TEL 076-267-1140

開催期間 ● 平成16年4月15日（木）～17日（土）

開催時間 ● 10：00～17：00

会　　場 ● 県産業展示館2号館

出 品 物 ● 県内中小企業によって生産された
製品・部組品・部品（単品加工品）・
素形材及びパネルを対象とします。

基本小間 ● 間口2,000mm×奥行2,000mm×
高さ2,500mm（予定）
隣接する他の小間との間仕切りに小間番号、
社名板を設置します。

出 品 料 ● 1小間　43,000円（税別）
※照明、実演等で電気を使う場合は、
別途料金を負担していただきます。

開催期間 ● 平成16年4月15日(木)～17日(土)

開催時間 ● 10：00～17：00

会　　場 ● 県産業展示館1号館

出展内容 ● 情報通信機器および情報関連製品

標準ブース ● 1小間2,700mm×2,700mm

出 展 料
会　員 （1小間） 100,000円
非会員 （1小間） 120,000円
出展ガイド登録料 （1ページ）50,000円

申込締切 ● 平成16年1月21日（水）

（お問い合わせ）
県産業創出支援機構 企業振興部　TEL.076-267-1140

（お問い合わせ）
県情報システム工業会 TEL.076-267-4741
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経済環境が一段と厳しさを増す中、大学と企業が
スクラムを組む産学官連携が成果を挙げています。
今回の特集では、新たな可能性が芽生えようとし
ている県内の産学官連携の動きを追ってみました。
ISICOでは、企業と大学との共同研究推進のパイ
プ役を担っています。お気軽にご相談ください。

［発行月］2003年12月（年4回発行）［発行所］財団法人　石川県産業創出支援機構［編集協力］ライターハウス／金沢市問屋町1丁目75番地

県内企業の製品や技術に、韓国企業が高い関心
大邱デジタルエンターテインメント産業博覧会「DENPO」

大邱デジタルエンターテインメント産業博覧会「DENPO」が

10月9日から4日間、韓国大邱市の大邱展示コンベンションセン

ター「EXCO  Deagu」で開催され、韓国、日本、中国、香港

から68の企業等が最新技術を紹介した。

DENPOは、デジタルエンターテインメント産業のビジネス展

示商談会としては韓国最大のイベントで、今年で4回目を迎える。

会場では、ゲームソフトや映像コンテンツ、IT製品などが展示さ

れ、出展企業と来場者がビジネスマッチングの可能性を探った。

ISICOと大邱デジタル産業振興院（DIP）との交流のテストプ

ロジェクトの一環として、石川県からアイ・オー・データ機器、

アスリック、コスモサミット、サイプレスソフト、北陸大同産業

の5社と石川県、ISICOが出展。「製品を購入したい」「業務提携

や代理店契約を結びたい」「共同で開発、研究したい」など、韓

国企業から高い関心が寄せられた。

筑波研究学園都市の研究者と県内企業が交流
第16回石川サイエンス・アンド・テクノロジーフォーラム

第16回石川サイエンス・アンド・テクノロジーフォーラ

ムが11月5日、辰口町の石川ハイテク交流センターで開催

され、筑波研究学園都市の石川ゆかりの研究者と県内企業

の開発担当者ら143人が交流を図った。

フォーラムでは産業技術総合研究所の田中一宜理事が

「技術開発における連携と融合」をテーマに講演した。その

後、工業系と自然科学系に分かれ、2会場でセミナーが開

かれ、活発な意見交換が行

われた。休憩時間には、

「技術シーズポスターセッ

ション」も初めて実施し、

研究者がパネルを使って自

分の研究内容を解説した。

県内企業7社が販路開拓目指しアピール
中小企業テクノフェア2003

全国の中小企業の優秀な技術、製品等を一堂に展

示する中小企業テクノフェア2003が10月29日か

ら3日間、東京・有明の東京ビッグサイトで開かれ、

県内から7社が出展し、独自の技術や製品を発表した。

期間中は、新規取引先の開拓や最新技術動向の把

握などを目的に約9万人が来場。県内企業で出展した

エコシステム、エコテック、京町産業車輌、三洋製

機、タカヒロ技研、

ドウワ工業、森山鉄

工の各ブースにも多

くの企業が訪れ、ビ

ジネスマッチングの

可能性を探った。

韓国第3の都市・

大邱市で開催され

た「DENPO」に

出展した石川県の

IT関連企業には、

韓国企業からも注

目が集まった

初開催のポスターセッションも好評

新規取引先の拡大を目

指し、各社のブースに

は自慢の製品が並んだ


